




































































































査 果 σ) 要
巳
日
 従来,新生児の未熟性は体重の面からだけ論ぜられて来たが,成人に大小あるが如く単に体重
 の軽重によって成熟度を論ずることは明らかに誤りである。各臓器毎に朱熱性が追究さるべきも
 のマあることは・少しく批判力のあるものならば当然考えられることである。古くから・新生兇
 消化管には未熟性がないと奉れ,,現在も多くの人々が之を盲目的に信じている。しかし,新生児
 の生命乞左右する消化機能にも未熟駐が存する筈であると言うのが,この研究の出発点をなして
 いる。
 筆者は人新生兇について,その糞便中アミノ鮫乞ペーパークロマトグラフィーで検査する事に
 より,順調に発育する成熟児に.1七し,体:車増力日不艮な成熟児,及び未熟児では,検出される糞中
 アミノ酸の数が勢いことを知っプヒ。即わ,前者は4以下であみのに対し,後者は5以.ヒで,屡々
 成熟児に認められないようなアミノ酸iて接した`,又,嚢中アミノ酸数万考兄〉児で1;;,'
 が低かった。
 更に,糞便中アミノ酸数が多い児に蛋白代謝に関係ありと考えられる穂ルな薬剤を投与したが
 アミノ酸製剤,蛋白同化ステロイド,市販の肝被護剤などでは糞便中アミノ酸数減少効果も児体
 車増加も認められず,唯,胎盤製剤及びグルココルチコイドのみはアミノ酸数減少作用並びに体
 重増加作用があることセ知った。
 児便中にアミノ酸が排出される機作について種々検討したが・腸管からの双双,腸内細菌など
 によって左右されることなく,アミノ酸のi且1中濃度,ヒ昇が肴力な因子てあることを知った。従っ
 て,糞便中アミノ酸数から確定される新生児消化能の不全(未熟児の場合はそ・の未熟性)は,肝
 の蛋白同化能に平行し,該機能の不良は末利用アミノ酸の血中内増加を来し,之が腸内に排出さ
 れるに至るものの如くである。尚,筆者の考案になる採血せずして月1機能を測定する新法によっ
 て児肝機能を険し,発育不良群に出機能低下をも認めている。
 以.ヒより,新生児消化能の不全(時に未熟)は肝機能の低下(乃至未熟)に慕因することが多
 く,之が判定法として,糞便中アミノ酸の検査が有用であり,之が治療には胎盤製剤並に糖質コ
 ルチコイドカ{有効であることを確認した等の点で新機軸を出した論文である。
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